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ーはじめに、御社の事業の歩みと現状
について、簡単にお話しいただけますか。

岩出　当社は、1960年に東レグループ
の中の工務部門が独立して創業した会社
です。当初は、100%東レグループの仕
事をさせていただいていましたが、現在
は、東レグループ関連の仕事は、全体
の20～30％程度となっております。当
社の使命として、「東レグループの設備
投資を支える」ことの重要性は、現在
でも変わってはおりませんが、それだ
けでは当社の要員を遊ばせておくこ
ととなりかねないので、積極的に東レ
グループ以外のお客様の仕事を手がけ
ていく必要があります。特に、2000年
代に入って、繊維機械関係の事業を別
会社に集約したため、当社としては、
東レの材料を使っていただけるお客様

に設備の提供をするという方向に、ビ
ジネスを転換してまいりました。
　ここで、現在の当社のビジネスの礎
をつくった二つの装置をご紹介したい
と思います。
　まずは、「TSコータ塗布装置（TORAY 
Slit-nozzle Coater）」です。TSコータは、
上市以来、液晶カラーフィルター用塗
布装置のデファクトスタンダードとして、
80％以上の世界シェアを誇り、当社の
業績に大きく貢献してきています。こ
の装置には、東レグループが独自開発
したスリットノズルコータが使用され
ており、液晶テレビの大型化に対応で
きるカラーフィルターの製造装置とし
て、旧式のスピンコータに代わって、
国内外で広く使われることとなりまし
た。東レグループでは、スリットコータ
の基幹ユニットを全て内製化していた
ことに加え、スリットコータでカラー
フィルターを作ってきた実績があるた
め、お客様の様々な要望に迅速に対応
できています。
　もう一つは、「LIB（リチウムイオン
電池）電極製造装置」です。LIB電極の
製造工程では、原反となるアルミ箔、
銅箔に、それぞれ正・負極用活物質を
塗布・乾燥させる塗工装置が電池性能
を大きく左右します。当社では、従来型
のロール塗工方式に代わる、スリット
ダイ方式＋自社開発の間欠バルブによる
間欠塗工装置を開発・実用化しました。
お陰様で、この装置も当社設備の販売に
大きく貢献しました。

　こうした実績を基に、当社では、さら
なる技術開発を重ね、時代の要請に適合
した新たな製品を生み出しています。
　例えば、LIB電極の製造工程における
二酸化炭素排出を約25％削減できる
「環境配慮型LIB電極塗工装置（グリー
ンコータ）」を開発・実用化しました。
これは、塗液を乾燥させる工程で排熱
を利用することにより、二酸化炭素の
排出量削減とランニングコストダウン
を実現できる設備です。また、需要が
伸びているパワー半導体市場向けの高
倍率検査で従来装置と比べて約２倍の
速度を持つ半導体外観検査装置「イン
スペクトラSR-Ⅳ」を開発し、販売を開
始しました。この装置は、特に高い信
頼性が必要となる車載向けのパワー半
導体の量産に貢献します。
　いずれの装置も、当社のこれからの
主力商品となることを願っています。

ーそうした実績が、御社の「メカトロ
ファインテック事業」の基盤となってい
るのですね。ところで、「エンジニア
リング事業」は、どのような歩みをされ
てこられたのでしょうか。

岩出　高度経済成長時代が終了し、東
レグループの国内工場建設が減ってき
たことから、東レグループのノウハウ
を生かして、東レグループ以外のお客
様の工場建設をご支援しようというこ
ととなりました。当社は、粉体を扱う
優れた技術を有していたことから、一
時期トナープラントの建設の仕事が多
かったのですが、これと並行して、医
薬プラントの仕事も増えてきました。
医薬の原薬を作るためには、プラント
内を無菌状態にし、医薬が外部に漏れ
るのを防ぐことが不可欠です。当社
は、同業他社と比べて、こうした分野
の技術には「一日の長」があると自負
しております。例えば、高薬理活性原
薬というものがあります。これは、抗
がん剤などに使われるものですが、身
体への影響力が大きく、ほんのわずか

でも外の環境に漏れ出てはならないも
のです。こうした高度な「封じ込め技
術」が不可欠なプラントは、当社が最も
得意とするものです。医薬プラントの分
野では、医薬メーカーのお客様に密着
し、信頼を得て、お客様のために様々な
提案をしていくことと、医薬プラントで
あれば、東レエンジニアリングに頼むし
かない、というブランドイメージを確立
していくことが重要であり、当社は着実
に実績を積み上げているところです。
　医薬プラントに加えて、コンタミネー
ションを嫌う半導体材料のプラントにつ
いても、多くの仕事を頂戴しておりま
す。半導体の原材料の製造工程におい
て、不要な金属イオンが紛れ込むと、そ
の材料を使用した半導体に支障をきたし
ます。当社では、お客様目線で、厳しい
技術水準に応えながら、短納期・低コス
ト・高品質を実現するプラントを提案し
ており、お客様の信頼をいただけてい
る、と思っております。

ー二つの事業を両輪として、御社の
ビジネスが成長してこられたわけですね。

岩出　そのとおりです。二つの事業は、
「キャッシュコンバージョンサイクル」
から見て、対照的な事業です。エンジ

ニアリング事業は、プラント建設の途
中段階でも「出来高払い」で代金を頂
戴できることから、資金の支出から回収
までの期間が比較的短くなっていま
す。他方、半導体関連の装置に関して
は、まず装置開発に1年以上かかり、さ
らにその装置を販売するとなれば、そ
こから数カ月かかります。メカトロファ
インテック事業は、うまくいけば利益
率も高いですが、リスクもあります。し
たがって、当社では、この二つの事業
を同時に行うことによって、経営を安
定化させているわけです。

ーしたがって、御社では「無借金経
営」が継続できているわけですね。

岩出　はい。例えば、2019年度は、コ
ロナ禍による全世界的な経済不振によ
り、減収減益となりましたが、その後
2020年度及び2021年度は、減収なが
ら増益となり、さらに2022年度は増収
増益となりました。リーマンショック
や東日本大震災といった過去の経験を
踏まえながら、DXや内製化の推進等に
より、増益を実現できたことは、従業
員一同誇りに思っています。
　こうして得た資金は、将来の我が社
のビジネスのための投資に活用してお
り、2023年には、ヨーロッパにおける
東レエンジグループ製品の販売と保守
修理を担う「東レエンジニアリング
ヨーロッパ」をドイツのミュンヘンに
設立するとともに、静岡県三島市に、
「FAイノベーションセンター」を設立
し、FA（ファクトリーオートメーション）
事業の業務効率化と関係会社との連携
強化を進めています。加えて、さらな
る事業拡大のためには、ベンチャービ
ジネスへの積極的な投資も重要です。
当社では、手術支援ロボットを開発す
る「リバーフィールド社」や、人工知能
による半導体検査装置を開発する「エ
ルピクセル社」に出資を行っていま
す。ベンチャーへの出資で重要なこと
は、他社に先駆けて決断を行うこと
だ、と思っています。無借金経営で財
務基盤が強固であるからこそ、挑戦も
できるわけです。

ー御社では、ブランド戦略として
「　　　　」という言葉をお使いになら
れている、とお聞きしました。これに
ついてご説明いただけますか。

岩出　当社では、ビジネスブランドの
確立のため、社内にブランド委員会を
つくり、約１年間かけて検討した上で
決定したのが、「　　　」です。当社
は、「トウレエンジ」と呼ばれることが
多いこともあり、「　　　」は「トレ
ンジ」と読んでいます。これに加えて
「　　　」には、様々な意味を含めま
した。代表的には当社のカルチャー
（行動原理）である「Trust（信頼）」、
「Respect（敬意）」、「Engage」（約束）」
です。また、最後の「NG」の部分は、
「Never Give up」の頭文字をとってい
ます。我が社の社風を一言で言うなら、
「最後まで諦めない」ということだと考
えているからです。

ー「　　    Support（修士研究応援）」
というユニークな試みを展開されて
いると聞きました。

岩出　2020年に当社は60周年を迎え、
様々なイベントを企画していたのです

が、新型コロナウイルスの感染拡大に
より、中止せざるを得なくなりまし
た。そこで考えたのが、次代を担う工
学分野の大学院生の研究を支援するた
めの研究テーマの募集です。優秀と思
われる6つの研究テーマに対して、大学
院生の所属する研究室に50万円ずつ寄
付金を贈呈する、ということで、
2023年7月から募集を開始しました。
9月15日の締め切りまでに、予想を超
える51件の応募がありました。3人の
有識者の方々に審査をお願いしました
が、優秀なテーマが選ばれたと思って
おります。工学教育を支援すること
は、日本の将来にとって重要なことで
すので、この取り組みは継続して実施
していこうと思っています。

ー大変立派な取り組みだと思います。
大学関係者の評判はいかがですか。

岩出　こうした取り組みは今までな
かったようで、大学の先生方からも、
好感を持っていただいております。

ー人材育成については、どのように
お考えですか。

岩出　当社は、設備によって製品を作
るのではなく、人が付加価値を生む会
社ですので、人材育成は非常に重視し
ております。「オーダーメイド型の教
育」ということで、目標管理はウイル
型を採用し、社員のやりたいことを会
社として評価する、一人一人にキャリ
アプランを考えてもらう、という人材
育成方針を採っています。一斉研修と
いうのは、「やらされ感」があり身に付
かない、と思っております。優れた人
材が「コア業務」を行い、それ以外の

業務は、DXの導入により合理化を図
る、というのが当社の経営方針です。

ー最後に、岩出様ご自身のお話をお
伺いしたいと思います。東レグループ
に入社されたきっかけは、どのような
ものだったのでしょうか。また、お忙
しいと思いますが、週末は何をされて
おられますか。

岩出　私は大阪府出身で、1970年大阪
万博の際は、中学1年生でした。その
際、「太陽の塔」の周りを囲む大屋根
が、非常に印象的だったのです。就職
活動をしているときに、大阪駅に東レ
エンジニアリングの広告が出ていて、
「大屋根を下ろす」という広告だった
のですが、そこで、この会社は面白
い、と思い入社を決めました。した
がって、私の入社動機は、大阪万博と
言えるでしょう。
　私は、「ものづくり」が好きなので、

　岩出様へのインタビューのきっかけ

は、大変ありがたいことに、東レエン

ジニアリング株式会社様からのお申し

入れでした。2024年の当協会の賀詞交

歓会において、代表取締役会長の須賀

康雄様からも、今回のインタビューに

関する期待の言葉をいただきました。

果たして、須賀会長のご期待に添えた

かは分かりませんが、精いっぱい書か

せていただきました。

　岩出様は、大変温厚なお人柄であ

り、技術的な素養に乏しい私に対し

て、辛抱強く技術的な説明をしてくだ

さいました。「　　　 」の意味するこ

となど、もっと書きたいこともあった

のですが、紙面の関係で全てを書けな

かったことを残念に感じております。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

インタビュア後記

ビジネスの第1の柱
「メカトロファインテック事業」

東レグループ入社のきっかけは、
1970年大阪万博

～Never Give Upこそ我が社のBack Bone～
「　　　　」で新たな価値創造に挑む

［第33回］

東レエンジニアリング株式会社
岩出  卓 氏代表取締役社長

東レエンジニアリング株式会社は、1960年に東レグループの工務部門が独立して設立された60年余の歴史を持つ企業です。
同社は、プラント、ファクトリーオートメーションから保全までを手がける「エンジニアリング事業」と、製造・検査・計測機器、
ソフトウェアを展開する「メカトロファインテック事業」の2事業を両軸として、社会課題のソリューションを提供し続けておられます。
近年の同社の事業実績は好調を継続しており、新型コロナウイルスの感染拡大で、
世界経済が苦境に陥った2019年度は減収減益となりましたが、その後2020年度及び2021年度は、
減収ながら増益となり、さらに2022年度は増収増益となりました。こうした結果、同社は「無借金経営」を続けており、
資金を新たな事業拠点設立やベンチャービジネスへの出資など、未来に向けた事業投資に振り向けておられます。
こうした好業績を達成し続けられる秘訣は、同社が2022年に新たな「ブランド戦略」として採用した
「　　　　」（トレンジ）という言葉に集約されています。
今回のインタビューでは、代表取締役社長の岩出卓様から、「2025年度には、売上収益1,400億円を目指す」という
同社の事業戦略について、詳しく語っていただきました。

週末は、陶芸や料理に凝っています。
たまにマラソン大会にも参加します。

ー私は、「ものづくり」はできません
が、たまにマラソン大会には参加しま
す。本日は、お忙しいところ、大変あ
りがとうございました。

人材こそ経営の柱
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事 業 内 容：
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所　在　地：

従 業 員 数：

ホームページ：

東レエンジニアリング株式会社

プラントエンジニアリング、ファクトリーオートメーション、
半導体関連装置、液晶・その他ディスプレイ関連装置、
マイクロLEDディスプレイ関連装置、フィルム関連装置、
電池関連装置、ソフトウェア、計測機器
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るのを防ぐことが不可欠です。当社
は、同業他社と比べて、こうした分野
の技術には「一日の長」があると自負
しております。例えば、高薬理活性原
薬というものがあります。これは、抗
がん剤などに使われるものですが、身
体への影響力が大きく、ほんのわずか

でも外の環境に漏れ出てはならないも
のです。こうした高度な「封じ込め技
術」が不可欠なプラントは、当社が最も
得意とするものです。医薬プラントの分
野では、医薬メーカーのお客様に密着
し、信頼を得て、お客様のために様々な
提案をしていくことと、医薬プラントで
あれば、東レエンジニアリングに頼むし
かない、というブランドイメージを確立
していくことが重要であり、当社は着実
に実績を積み上げているところです。
　医薬プラントに加えて、コンタミネー
ションを嫌う半導体材料のプラントにつ
いても、多くの仕事を頂戴しておりま
す。半導体の原材料の製造工程におい
て、不要な金属イオンが紛れ込むと、そ
の材料を使用した半導体に支障をきたし
ます。当社では、お客様目線で、厳しい
技術水準に応えながら、短納期・低コス
ト・高品質を実現するプラントを提案し
ており、お客様の信頼をいただけてい
る、と思っております。

ー二つの事業を両輪として、御社の
ビジネスが成長してこられたわけですね。

岩出　そのとおりです。二つの事業は、
「キャッシュコンバージョンサイクル」
から見て、対照的な事業です。エンジ

ニアリング事業は、プラント建設の途
中段階でも「出来高払い」で代金を頂
戴できることから、資金の支出から回収
までの期間が比較的短くなっていま
す。他方、半導体関連の装置に関して
は、まず装置開発に1年以上かかり、さ
らにその装置を販売するとなれば、そ
こから数カ月かかります。メカトロファ
インテック事業は、うまくいけば利益
率も高いですが、リスクもあります。し
たがって、当社では、この二つの事業
を同時に行うことによって、経営を安
定化させているわけです。

ーしたがって、御社では「無借金経
営」が継続できているわけですね。

岩出　はい。例えば、2019年度は、コ
ロナ禍による全世界的な経済不振によ
り、減収減益となりましたが、その後
2020年度及び2021年度は、減収なが
ら増益となり、さらに2022年度は増収
増益となりました。リーマンショック
や東日本大震災といった過去の経験を
踏まえながら、DXや内製化の推進等に
より、増益を実現できたことは、従業
員一同誇りに思っています。
　こうして得た資金は、将来の我が社
のビジネスのための投資に活用してお
り、2023年には、ヨーロッパにおける
東レエンジグループ製品の販売と保守
修理を担う「東レエンジニアリング
ヨーロッパ」をドイツのミュンヘンに
設立するとともに、静岡県三島市に、
「FAイノベーションセンター」を設立
し、FA（ファクトリーオートメーション）
事業の業務効率化と関係会社との連携
強化を進めています。加えて、さらな
る事業拡大のためには、ベンチャービ
ジネスへの積極的な投資も重要です。
当社では、手術支援ロボットを開発す
る「リバーフィールド社」や、人工知能
による半導体検査装置を開発する「エ
ルピクセル社」に出資を行っていま
す。ベンチャーへの出資で重要なこと
は、他社に先駆けて決断を行うこと
だ、と思っています。無借金経営で財
務基盤が強固であるからこそ、挑戦も
できるわけです。

ー御社では、ブランド戦略として
「　　　　」という言葉をお使いになら
れている、とお聞きしました。これに
ついてご説明いただけますか。

岩出　当社では、ビジネスブランドの
確立のため、社内にブランド委員会を
つくり、約１年間かけて検討した上で
決定したのが、「　　　」です。当社
は、「トウレエンジ」と呼ばれることが
多いこともあり、「　　　」は「トレ
ンジ」と読んでいます。これに加えて
「　　　」には、様々な意味を含めま
した。代表的には当社のカルチャー
（行動原理）である「Trust（信頼）」、
「Respect（敬意）」、「Engage」（約束）」
です。また、最後の「NG」の部分は、
「Never Give up」の頭文字をとってい
ます。我が社の社風を一言で言うなら、
「最後まで諦めない」ということだと考
えているからです。

ー「　　    Support（修士研究応援）」
というユニークな試みを展開されて
いると聞きました。

岩出　2020年に当社は60周年を迎え、
様々なイベントを企画していたのです

が、新型コロナウイルスの感染拡大に
より、中止せざるを得なくなりまし
た。そこで考えたのが、次代を担う工
学分野の大学院生の研究を支援するた
めの研究テーマの募集です。優秀と思
われる6つの研究テーマに対して、大学
院生の所属する研究室に50万円ずつ寄
付金を贈呈する、ということで、
2023年7月から募集を開始しました。
9月15日の締め切りまでに、予想を超
える51件の応募がありました。3人の
有識者の方々に審査をお願いしました
が、優秀なテーマが選ばれたと思って
おります。工学教育を支援すること
は、日本の将来にとって重要なことで
すので、この取り組みは継続して実施
していこうと思っています。

ー大変立派な取り組みだと思います。
大学関係者の評判はいかがですか。

岩出　こうした取り組みは今までな
かったようで、大学の先生方からも、
好感を持っていただいております。

ー人材育成については、どのように
お考えですか。

岩出　当社は、設備によって製品を作
るのではなく、人が付加価値を生む会
社ですので、人材育成は非常に重視し
ております。「オーダーメイド型の教
育」ということで、目標管理はウイル
型を採用し、社員のやりたいことを会
社として評価する、一人一人にキャリ
アプランを考えてもらう、という人材
育成方針を採っています。一斉研修と
いうのは、「やらされ感」があり身に付
かない、と思っております。優れた人
材が「コア業務」を行い、それ以外の

業務は、DXの導入により合理化を図
る、というのが当社の経営方針です。

ー最後に、岩出様ご自身のお話をお
伺いしたいと思います。東レグループ
に入社されたきっかけは、どのような
ものだったのでしょうか。また、お忙
しいと思いますが、週末は何をされて
おられますか。

岩出　私は大阪府出身で、1970年大阪
万博の際は、中学1年生でした。その
際、「太陽の塔」の周りを囲む大屋根
が、非常に印象的だったのです。就職
活動をしているときに、大阪駅に東レ
エンジニアリングの広告が出ていて、
「大屋根を下ろす」という広告だった
のですが、そこで、この会社は面白
い、と思い入社を決めました。した
がって、私の入社動機は、大阪万博と
言えるでしょう。
　私は、「ものづくり」が好きなので、

ビジネスの第2の柱
「エンジニアリング事業」

無借金経営をベースに、
積極的な事業投資

　　　　　Support
（修士研究応援）

岩出  卓（いわで たかし）

1958年大阪府に生まれる。

1982年3月信州大学工学部機械工学科卒業、同年4月東レ

エンジニアリング株式会社入社。2001年3月博士（工学）
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就任、現在に至る。工学博士、技術士（機械部門）。

週末は、陶芸や料理に凝っています。
たまにマラソン大会にも参加します。

ー私は、「ものづくり」はできません
が、たまにマラソン大会には参加しま
す。本日は、お忙しいところ、大変あ
りがとうございました。

とは？

半導体外観検査装置「インスペクトラSR－Ⅳ」

「　　　 Support」の告知ポスター
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ーはじめに、御社の事業の歩みと現状
について、簡単にお話しいただけますか。

岩出　当社は、1960年に東レグループ
の中の工務部門が独立して創業した会社
です。当初は、100%東レグループの仕
事をさせていただいていましたが、現在
は、東レグループ関連の仕事は、全体
の20～30％程度となっております。当
社の使命として、「東レグループの設備
投資を支える」ことの重要性は、現在
でも変わってはおりませんが、それだ
けでは当社の要員を遊ばせておくこ
ととなりかねないので、積極的に東レ
グループ以外のお客様の仕事を手がけ
ていく必要があります。特に、2000年
代に入って、繊維機械関係の事業を別
会社に集約したため、当社としては、
東レの材料を使っていただけるお客様

に設備の提供をするという方向に、ビ
ジネスを転換してまいりました。
　ここで、現在の当社のビジネスの礎
をつくった二つの装置をご紹介したい
と思います。
　まずは、「TSコータ塗布装置（TORAY 
Slit-nozzle Coater）」です。TSコータは、
上市以来、液晶カラーフィルター用塗
布装置のデファクトスタンダードとして、
80％以上の世界シェアを誇り、当社の
業績に大きく貢献してきています。こ
の装置には、東レグループが独自開発
したスリットノズルコータが使用され
ており、液晶テレビの大型化に対応で
きるカラーフィルターの製造装置とし
て、旧式のスピンコータに代わって、
国内外で広く使われることとなりまし
た。東レグループでは、スリットコータ
の基幹ユニットを全て内製化していた
ことに加え、スリットコータでカラー
フィルターを作ってきた実績があるた
め、お客様の様々な要望に迅速に対応
できています。
　もう一つは、「LIB（リチウムイオン
電池）電極製造装置」です。LIB電極の
製造工程では、原反となるアルミ箔、
銅箔に、それぞれ正・負極用活物質を
塗布・乾燥させる塗工装置が電池性能
を大きく左右します。当社では、従来型
のロール塗工方式に代わる、スリット
ダイ方式＋自社開発の間欠バルブによる
間欠塗工装置を開発・実用化しました。
お陰様で、この装置も当社設備の販売に
大きく貢献しました。

　こうした実績を基に、当社では、さら
なる技術開発を重ね、時代の要請に適合
した新たな製品を生み出しています。
　例えば、LIB電極の製造工程における
二酸化炭素排出を約25％削減できる
「環境配慮型LIB電極塗工装置（グリー
ンコータ）」を開発・実用化しました。
これは、塗液を乾燥させる工程で排熱
を利用することにより、二酸化炭素の
排出量削減とランニングコストダウン
を実現できる設備です。また、需要が
伸びているパワー半導体市場向けの高
倍率検査で従来装置と比べて約２倍の
速度を持つ半導体外観検査装置「イン
スペクトラSR-Ⅳ」を開発し、販売を開
始しました。この装置は、特に高い信
頼性が必要となる車載向けのパワー半
導体の量産に貢献します。
　いずれの装置も、当社のこれからの
主力商品となることを願っています。

ーそうした実績が、御社の「メカトロ
ファインテック事業」の基盤となってい
るのですね。ところで、「エンジニア
リング事業」は、どのような歩みをされ
てこられたのでしょうか。
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がん剤などに使われるものですが、身
体への影響力が大きく、ほんのわずか
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し、信頼を得て、お客様のために様々な
提案をしていくことと、医薬プラントで
あれば、東レエンジニアリングに頼むし
かない、というブランドイメージを確立
していくことが重要であり、当社は着実
に実績を積み上げているところです。
　医薬プラントに加えて、コンタミネー
ションを嫌う半導体材料のプラントにつ
いても、多くの仕事を頂戴しておりま
す。半導体の原材料の製造工程におい
て、不要な金属イオンが紛れ込むと、そ
の材料を使用した半導体に支障をきたし
ます。当社では、お客様目線で、厳しい
技術水準に応えながら、短納期・低コス
ト・高品質を実現するプラントを提案し
ており、お客様の信頼をいただけてい
る、と思っております。

ー二つの事業を両輪として、御社の
ビジネスが成長してこられたわけですね。

岩出　そのとおりです。二つの事業は、
「キャッシュコンバージョンサイクル」
から見て、対照的な事業です。エンジ

ニアリング事業は、プラント建設の途
中段階でも「出来高払い」で代金を頂
戴できることから、資金の支出から回収
までの期間が比較的短くなっていま
す。他方、半導体関連の装置に関して
は、まず装置開発に1年以上かかり、さ
らにその装置を販売するとなれば、そ
こから数カ月かかります。メカトロファ
インテック事業は、うまくいけば利益
率も高いですが、リスクもあります。し
たがって、当社では、この二つの事業
を同時に行うことによって、経営を安
定化させているわけです。

ーしたがって、御社では「無借金経
営」が継続できているわけですね。

岩出　はい。例えば、2019年度は、コ
ロナ禍による全世界的な経済不振によ
り、減収減益となりましたが、その後
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ら増益となり、さらに2022年度は増収
増益となりました。リーマンショック
や東日本大震災といった過去の経験を
踏まえながら、DXや内製化の推進等に
より、増益を実現できたことは、従業
員一同誇りに思っています。
　こうして得た資金は、将来の我が社
のビジネスのための投資に活用してお
り、2023年には、ヨーロッパにおける
東レエンジグループ製品の販売と保守
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設立するとともに、静岡県三島市に、
「FAイノベーションセンター」を設立
し、FA（ファクトリーオートメーション）
事業の業務効率化と関係会社との連携
強化を進めています。加えて、さらな
る事業拡大のためには、ベンチャービ
ジネスへの積極的な投資も重要です。
当社では、手術支援ロボットを開発す
る「リバーフィールド社」や、人工知能
による半導体検査装置を開発する「エ
ルピクセル社」に出資を行っていま
す。ベンチャーへの出資で重要なこと
は、他社に先駆けて決断を行うこと
だ、と思っています。無借金経営で財
務基盤が強固であるからこそ、挑戦も
できるわけです。

ー御社では、ブランド戦略として
「　　　　」という言葉をお使いになら
れている、とお聞きしました。これに
ついてご説明いただけますか。

岩出　当社では、ビジネスブランドの
確立のため、社内にブランド委員会を
つくり、約１年間かけて検討した上で
決定したのが、「　　　」です。当社
は、「トウレエンジ」と呼ばれることが
多いこともあり、「　　　」は「トレ
ンジ」と読んでいます。これに加えて
「　　　」には、様々な意味を含めま
した。代表的には当社のカルチャー
（行動原理）である「Trust（信頼）」、
「Respect（敬意）」、「Engage」（約束）」
です。また、最後の「NG」の部分は、
「Never Give up」の頭文字をとってい
ます。我が社の社風を一言で言うなら、
「最後まで諦めない」ということだと考
えているからです。

ー「　　    Support（修士研究応援）」
というユニークな試みを展開されて
いると聞きました。
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が、新型コロナウイルスの感染拡大に
より、中止せざるを得なくなりまし
た。そこで考えたのが、次代を担う工
学分野の大学院生の研究を支援するた
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院生の所属する研究室に50万円ずつ寄
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える51件の応募がありました。3人の
有識者の方々に審査をお願いしました
が、優秀なテーマが選ばれたと思って
おります。工学教育を支援すること
は、日本の将来にとって重要なことで
すので、この取り組みは継続して実施
していこうと思っています。

ー大変立派な取り組みだと思います。
大学関係者の評判はいかがですか。

岩出　こうした取り組みは今までな
かったようで、大学の先生方からも、
好感を持っていただいております。

ー人材育成については、どのように
お考えですか。

岩出　当社は、設備によって製品を作
るのではなく、人が付加価値を生む会
社ですので、人材育成は非常に重視し
ております。「オーダーメイド型の教
育」ということで、目標管理はウイル
型を採用し、社員のやりたいことを会
社として評価する、一人一人にキャリ
アプランを考えてもらう、という人材
育成方針を採っています。一斉研修と
いうのは、「やらされ感」があり身に付
かない、と思っております。優れた人
材が「コア業務」を行い、それ以外の

業務は、DXの導入により合理化を図
る、というのが当社の経営方針です。

ー最後に、岩出様ご自身のお話をお
伺いしたいと思います。東レグループ
に入社されたきっかけは、どのような
ものだったのでしょうか。また、お忙
しいと思いますが、週末は何をされて
おられますか。

岩出　私は大阪府出身で、1970年大阪
万博の際は、中学1年生でした。その
際、「太陽の塔」の周りを囲む大屋根
が、非常に印象的だったのです。就職
活動をしているときに、大阪駅に東レ
エンジニアリングの広告が出ていて、
「大屋根を下ろす」という広告だった
のですが、そこで、この会社は面白
い、と思い入社を決めました。した
がって、私の入社動機は、大阪万博と
言えるでしょう。
　私は、「ものづくり」が好きなので、

ビジネスの第2の柱
「エンジニアリング事業」

無借金経営をベースに、
積極的な事業投資

　　　　　Support
（修士研究応援）

岩出  卓（いわで たかし）

1958年大阪府に生まれる。

1982年3月信州大学工学部機械工学科卒業、同年4月東レ

エンジニアリング株式会社入社。2001年3月博士（工学）

取得（信州大学）。2011年6月取締役、2017年6月常務取

締役、2018年6月専務取締役。2019年6月代表取締役社長

就任、現在に至る。工学博士、技術士（機械部門）。

週末は、陶芸や料理に凝っています。
たまにマラソン大会にも参加します。

ー私は、「ものづくり」はできません
が、たまにマラソン大会には参加しま
す。本日は、お忙しいところ、大変あ
りがとうございました。

とは？

半導体外観検査装置「インスペクトラSR－Ⅳ」

「　　　 Support」の告知ポスター
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ーはじめに、御社の事業の歩みと現状
について、簡単にお話しいただけますか。

岩出　当社は、1960年に東レグループ
の中の工務部門が独立して創業した会社
です。当初は、100%東レグループの仕
事をさせていただいていましたが、現在
は、東レグループ関連の仕事は、全体
の20～30％程度となっております。当
社の使命として、「東レグループの設備
投資を支える」ことの重要性は、現在
でも変わってはおりませんが、それだ
けでは当社の要員を遊ばせておくこ
ととなりかねないので、積極的に東レ
グループ以外のお客様の仕事を手がけ
ていく必要があります。特に、2000年
代に入って、繊維機械関係の事業を別
会社に集約したため、当社としては、
東レの材料を使っていただけるお客様

に設備の提供をするという方向に、ビ
ジネスを転換してまいりました。
　ここで、現在の当社のビジネスの礎
をつくった二つの装置をご紹介したい
と思います。
　まずは、「TSコータ塗布装置（TORAY 
Slit-nozzle Coater）」です。TSコータは、
上市以来、液晶カラーフィルター用塗
布装置のデファクトスタンダードとして、
80％以上の世界シェアを誇り、当社の
業績に大きく貢献してきています。こ
の装置には、東レグループが独自開発
したスリットノズルコータが使用され
ており、液晶テレビの大型化に対応で
きるカラーフィルターの製造装置とし
て、旧式のスピンコータに代わって、
国内外で広く使われることとなりまし
た。東レグループでは、スリットコータ
の基幹ユニットを全て内製化していた
ことに加え、スリットコータでカラー
フィルターを作ってきた実績があるた
め、お客様の様々な要望に迅速に対応
できています。
　もう一つは、「LIB（リチウムイオン
電池）電極製造装置」です。LIB電極の
製造工程では、原反となるアルミ箔、
銅箔に、それぞれ正・負極用活物質を
塗布・乾燥させる塗工装置が電池性能
を大きく左右します。当社では、従来型
のロール塗工方式に代わる、スリット
ダイ方式＋自社開発の間欠バルブによる
間欠塗工装置を開発・実用化しました。
お陰様で、この装置も当社設備の販売に
大きく貢献しました。

　こうした実績を基に、当社では、さら
なる技術開発を重ね、時代の要請に適合
した新たな製品を生み出しています。
　例えば、LIB電極の製造工程における
二酸化炭素排出を約25％削減できる
「環境配慮型LIB電極塗工装置（グリー
ンコータ）」を開発・実用化しました。
これは、塗液を乾燥させる工程で排熱
を利用することにより、二酸化炭素の
排出量削減とランニングコストダウン
を実現できる設備です。また、需要が
伸びているパワー半導体市場向けの高
倍率検査で従来装置と比べて約２倍の
速度を持つ半導体外観検査装置「イン
スペクトラSR-Ⅳ」を開発し、販売を開
始しました。この装置は、特に高い信
頼性が必要となる車載向けのパワー半
導体の量産に貢献します。
　いずれの装置も、当社のこれからの
主力商品となることを願っています。

ーそうした実績が、御社の「メカトロ
ファインテック事業」の基盤となってい
るのですね。ところで、「エンジニア
リング事業」は、どのような歩みをされ
てこられたのでしょうか。

岩出　高度経済成長時代が終了し、東
レグループの国内工場建設が減ってき
たことから、東レグループのノウハウ
を生かして、東レグループ以外のお客
様の工場建設をご支援しようというこ
ととなりました。当社は、粉体を扱う
優れた技術を有していたことから、一
時期トナープラントの建設の仕事が多
かったのですが、これと並行して、医
薬プラントの仕事も増えてきました。
医薬の原薬を作るためには、プラント
内を無菌状態にし、医薬が外部に漏れ
るのを防ぐことが不可欠です。当社
は、同業他社と比べて、こうした分野
の技術には「一日の長」があると自負
しております。例えば、高薬理活性原
薬というものがあります。これは、抗
がん剤などに使われるものですが、身
体への影響力が大きく、ほんのわずか

でも外の環境に漏れ出てはならないも
のです。こうした高度な「封じ込め技
術」が不可欠なプラントは、当社が最も
得意とするものです。医薬プラントの分
野では、医薬メーカーのお客様に密着
し、信頼を得て、お客様のために様々な
提案をしていくことと、医薬プラントで
あれば、東レエンジニアリングに頼むし
かない、というブランドイメージを確立
していくことが重要であり、当社は着実
に実績を積み上げているところです。
　医薬プラントに加えて、コンタミネー
ションを嫌う半導体材料のプラントにつ
いても、多くの仕事を頂戴しておりま
す。半導体の原材料の製造工程におい
て、不要な金属イオンが紛れ込むと、そ
の材料を使用した半導体に支障をきたし
ます。当社では、お客様目線で、厳しい
技術水準に応えながら、短納期・低コス
ト・高品質を実現するプラントを提案し
ており、お客様の信頼をいただけてい
る、と思っております。

ー二つの事業を両輪として、御社の
ビジネスが成長してこられたわけですね。

岩出　そのとおりです。二つの事業は、
「キャッシュコンバージョンサイクル」
から見て、対照的な事業です。エンジ

ニアリング事業は、プラント建設の途
中段階でも「出来高払い」で代金を頂
戴できることから、資金の支出から回収
までの期間が比較的短くなっていま
す。他方、半導体関連の装置に関して
は、まず装置開発に1年以上かかり、さ
らにその装置を販売するとなれば、そ
こから数カ月かかります。メカトロファ
インテック事業は、うまくいけば利益
率も高いですが、リスクもあります。し
たがって、当社では、この二つの事業
を同時に行うことによって、経営を安
定化させているわけです。

ーしたがって、御社では「無借金経
営」が継続できているわけですね。

岩出　はい。例えば、2019年度は、コ
ロナ禍による全世界的な経済不振によ
り、減収減益となりましたが、その後
2020年度及び2021年度は、減収なが
ら増益となり、さらに2022年度は増収
増益となりました。リーマンショック
や東日本大震災といった過去の経験を
踏まえながら、DXや内製化の推進等に
より、増益を実現できたことは、従業
員一同誇りに思っています。
　こうして得た資金は、将来の我が社
のビジネスのための投資に活用してお
り、2023年には、ヨーロッパにおける
東レエンジグループ製品の販売と保守
修理を担う「東レエンジニアリング
ヨーロッパ」をドイツのミュンヘンに
設立するとともに、静岡県三島市に、
「FAイノベーションセンター」を設立
し、FA（ファクトリーオートメーション）
事業の業務効率化と関係会社との連携
強化を進めています。加えて、さらな
る事業拡大のためには、ベンチャービ
ジネスへの積極的な投資も重要です。
当社では、手術支援ロボットを開発す
る「リバーフィールド社」や、人工知能
による半導体検査装置を開発する「エ
ルピクセル社」に出資を行っていま
す。ベンチャーへの出資で重要なこと
は、他社に先駆けて決断を行うこと
だ、と思っています。無借金経営で財
務基盤が強固であるからこそ、挑戦も
できるわけです。

ー御社では、ブランド戦略として
「　　　　」という言葉をお使いになら
れている、とお聞きしました。これに
ついてご説明いただけますか。

岩出　当社では、ビジネスブランドの
確立のため、社内にブランド委員会を
つくり、約１年間かけて検討した上で
決定したのが、「　　　」です。当社
は、「トウレエンジ」と呼ばれることが
多いこともあり、「　　　」は「トレ
ンジ」と読んでいます。これに加えて
「　　　」には、様々な意味を含めま
した。代表的には当社のカルチャー
（行動原理）である「Trust（信頼）」、
「Respect（敬意）」、「Engage」（約束）」
です。また、最後の「NG」の部分は、
「Never Give up」の頭文字をとってい
ます。我が社の社風を一言で言うなら、
「最後まで諦めない」ということだと考
えているからです。

ー「　　    Support（修士研究応援）」
というユニークな試みを展開されて
いると聞きました。

岩出　2020年に当社は60周年を迎え、
様々なイベントを企画していたのです

が、新型コロナウイルスの感染拡大に
より、中止せざるを得なくなりまし
た。そこで考えたのが、次代を担う工
学分野の大学院生の研究を支援するた
めの研究テーマの募集です。優秀と思
われる6つの研究テーマに対して、大学
院生の所属する研究室に50万円ずつ寄
付金を贈呈する、ということで、
2023年7月から募集を開始しました。
9月15日の締め切りまでに、予想を超
える51件の応募がありました。3人の
有識者の方々に審査をお願いしました
が、優秀なテーマが選ばれたと思って
おります。工学教育を支援すること
は、日本の将来にとって重要なことで
すので、この取り組みは継続して実施
していこうと思っています。

ー大変立派な取り組みだと思います。
大学関係者の評判はいかがですか。

岩出　こうした取り組みは今までな
かったようで、大学の先生方からも、
好感を持っていただいております。

ー人材育成については、どのように
お考えですか。

岩出　当社は、設備によって製品を作
るのではなく、人が付加価値を生む会
社ですので、人材育成は非常に重視し
ております。「オーダーメイド型の教
育」ということで、目標管理はウイル
型を採用し、社員のやりたいことを会
社として評価する、一人一人にキャリ
アプランを考えてもらう、という人材
育成方針を採っています。一斉研修と
いうのは、「やらされ感」があり身に付
かない、と思っております。優れた人
材が「コア業務」を行い、それ以外の

業務は、DXの導入により合理化を図
る、というのが当社の経営方針です。

ー最後に、岩出様ご自身のお話をお
伺いしたいと思います。東レグループ
に入社されたきっかけは、どのような
ものだったのでしょうか。また、お忙
しいと思いますが、週末は何をされて
おられますか。

岩出　私は大阪府出身で、1970年大阪
万博の際は、中学1年生でした。その
際、「太陽の塔」の周りを囲む大屋根
が、非常に印象的だったのです。就職
活動をしているときに、大阪駅に東レ
エンジニアリングの広告が出ていて、
「大屋根を下ろす」という広告だった
のですが、そこで、この会社は面白
い、と思い入社を決めました。した
がって、私の入社動機は、大阪万博と
言えるでしょう。
　私は、「ものづくり」が好きなので、

　岩出様へのインタビューのきっかけ

は、大変ありがたいことに、東レエン

ジニアリング株式会社様からのお申し

入れでした。2024年の当協会の賀詞交

歓会において、代表取締役会長の須賀

康雄様からも、今回のインタビューに

関する期待の言葉をいただきました。

果たして、須賀会長のご期待に添えた

かは分かりませんが、精いっぱい書か

せていただきました。

　岩出様は、大変温厚なお人柄であ

り、技術的な素養に乏しい私に対し

て、辛抱強く技術的な説明をしてくだ

さいました。「　　　 」の意味するこ

となど、もっと書きたいこともあった

のですが、紙面の関係で全てを書けな

かったことを残念に感じております。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

インタビュア後記

ビジネスの第1の柱
「メカトロファインテック事業」

東レグループ入社のきっかけは、
1970年大阪万博

～Never Give Upこそ我が社のBack Bone～
「　　　　」で新たな価値創造に挑む

［第33回］

東レエンジニアリング株式会社
岩出  卓 氏代表取締役社長

東レエンジニアリング株式会社は、1960年に東レグループの工務部門が独立して設立された60年余の歴史を持つ企業です。
同社は、プラント、ファクトリーオートメーションから保全までを手がける「エンジニアリング事業」と、製造・検査・計測機器、
ソフトウェアを展開する「メカトロファインテック事業」の2事業を両軸として、社会課題のソリューションを提供し続けておられます。
近年の同社の事業実績は好調を継続しており、新型コロナウイルスの感染拡大で、
世界経済が苦境に陥った2019年度は減収減益となりましたが、その後2020年度及び2021年度は、
減収ながら増益となり、さらに2022年度は増収増益となりました。こうした結果、同社は「無借金経営」を続けており、
資金を新たな事業拠点設立やベンチャービジネスへの出資など、未来に向けた事業投資に振り向けておられます。
こうした好業績を達成し続けられる秘訣は、同社が2022年に新たな「ブランド戦略」として採用した
「　　　　」（トレンジ）という言葉に集約されています。
今回のインタビューでは、代表取締役社長の岩出卓様から、「2025年度には、売上収益1,400億円を目指す」という
同社の事業戦略について、詳しく語っていただきました。

週末は、陶芸や料理に凝っています。
たまにマラソン大会にも参加します。

ー私は、「ものづくり」はできません
が、たまにマラソン大会には参加しま
す。本日は、お忙しいところ、大変あ
りがとうございました。

人材こそ経営の柱

社 　 　 名：

事 業 内 容：

設 　 　 立：

所　在　地：

従 業 員 数：

ホームページ：

東レエンジニアリング株式会社

プラントエンジニアリング、ファクトリーオートメーション、
半導体関連装置、液晶・その他ディスプレイ関連装置、
マイクロLEDディスプレイ関連装置、フィルム関連装置、
電池関連装置、ソフトウェア、計測機器
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